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「
岡
山
大
学
法
文
学
部
学
術
紀
要
」
第
三
十
九
号
（
昭
和
五
十

三
年
十
二
月）
に
「
r
万
葉
集」
巻
十
「
寄
霞
」
六
首
の
構
造

ー·

特
に
「
霊
寸
春
吾
山
之

於
が
立
霞
」
の
訓
釈
を
め
ぐ
っ
て

ー」

と
題
し
た
小
論
を
発
表
し 、
「
霊
寸
」
は
「
メ
ヅ
ラ
シ
キ
」
と
訓

み 、
「
春
吾
山
」
は 、
「
春
日

山
」
の
誤
り
と
す
ぺ
き
で
は
な
い

ご畠回
暴

•
 

0
 

0
 

0
 

芦休
乎
相
見

�

本
之
繁
家
波

、
不
止

冒
毛
圏
が

薗
渡
可
母

。
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i
香

玉
雖
立
雖
座
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芦兄
巻
之
欲

扇
日
之

岡固
乎

i

如
何
将

回

゜

一
云
片
念
邪
指
天

一
九
〇
九

一
九
一
0

一
九
ー
一

一
九
―
二

一
九
一
三

一
九
一
四

か
と
い
う

私
見
を
述
ぺ
た 。

そ
れ
に
対
し 、

各
氏
か
ら 、

御
懇
篤

な
る
御
教
示
を
受
け 、

ま
た
自
分
で
も

考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
り 、

そ
れ
ら
を
こ
こ
に
纏
め
て 、

前
稿
の
補
足
を
試
み
よ
う
と
思
う 。

前
稿
に
掲
載
し
た
「
寄
霞
」
六
首
を 、

そ
の
ま
ま
も
う
一
度
次

に
示
す 。
そ
れ
は 、

歌
と
歌
と
の
関
係
が
視
党
的
に
確
認
で
き
る

よ
う
に 、

文
字
の
排
列
を
対
比
せ
し
め
た
も
の
で
あ
る 。
こ
こ
で 、

特
に
問
題
と
す
る
の
が 、

そ
の
う
ち
の
4
の
歌
で
あ
る 。

『

万
葉
集
』

巻
十
「
霊
寸
春
吾
山
之

於
が
立
霞
雖
立
雖
居
君
之
随
意
」

赤

の
訓
み
方

羽

学
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家
本
の
表
記
に
従
っ
て
「
か
す
が
」
と
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う。

右
に
対
し
て
私
は、
次
の
よ
う
な
結
綸
に
達
し
た。

①
こ
の
六
首
は、
霞
に
隔
て
ら
れ
た
恋
と
い
う一
貫
し
た
テ
ー
マ

を
持
ち、
そ
れ
ぞ
れ、
1
と
2、
8
と
6、
4
と
5
が
対
を
な

す。
③
4
と
5
を
対
と
見
る
な
ら
ば、
「
春
吾
山
」
と
「
春
日
之
野
辺
」

X

0

が
対
応
し、
「
春
吾
山
」
は
「
春
日
山
」
の
誤
り
で
は
な
か
っ

た
か
と
思
わ
れ
る。

＠
従
来
「
霊
寸
春
吾
山
」
は、
「
タ
マ
キ
ハ
ル
ワ
ガ
ヤ
マ
」
と
訓

．
ま
れ
て
い
た
が、
「
タ
マ
キ
ハ
ル
」
が、
「
ワ
ガ
」
に
つ
く
例

は
な
く、
こ
の
点
か
ら
も
「
吾
」
は
誤
り
で
あ
っ
た
可
能
性
が

強
い。

ぃ
「
春
吾
山
」
を
「
春
日
山
」
の
誤
り
と
し、
そ
れ
か
ら
「
霊
寸
」

を
切
り
離
せ
ば、
「
霊
寸
」
は、
「
名
義
抄」
「
字
鋭
集」
な

ど
の
「
需
」
の
訓
に
よ
り、
「
メ
ヅ
ラ
シ
キ
」
と
訓
む
こ
と
が

可
能
で
あ
る。

「

ハ
ル
」
の
意
味
と
か、
「
寄
霞
」

•
以
上
の
外
前
稿
で
は、

タ
マ
キ

六
首
が
平
安
時
代
に
ど
う
扱
わ
れ
た
か
に
も
言
い
及
ん
だ
が、

今

回
は
特
に
問
題
と
し
な
い。

「
霊
寸
」
を
「
メ
ヅ
ラ
シ
キ
」
と
訓
む
こ
と
に
つ
い
て、
次
の

諸
家
か
ら
御
示
教
を
得
た。

小
島
憲
之
氏

|ー
古
訓
に
メ
ヅ
ラ
シ
と
あ
っ
て
も
そ
れ
が
適
切

延
喜
廿一
年
三
月
七
日、
亭
子
院
の
京
販
の

磁紅呼宛
み
か

で
あ
る
か
否
か、
別
問
座
で
す。
拾
遺
集
の
「
メ
ヅ
ラ
シ
キ

ケ
フ
ノ
カ
ス
ガ
ノ
ヤ
ヲ
ト
メ・・・・・・
」
の
メ
ヅ
ラ
シ
も
春
日
の

み
に
か
か
る
も
の
で
は
な
い
で
せ
う。
ま
た
万
薬
巣
に
多
い

メ
ヅ
ラ
シ
も
春
日
山
に
か
か
る
こ
と
に
は
多
少
疑
ひ
が
な
い

で
も
あ
り
ま
せ
ん。

伊
藤
博
氏

l
メ
ヅ
ラ
シ
キ
カ
ス
ガ
ノ
山
は
こ
れ
ま
で
に
な
い

安
定
し
た
訓
だ
と
考
え
ま
す。
ま
た
メ
ヅ
ラ
シ
は
人
と
か
花

と
か
衣
と
か
に
い
う
こ
と
が
多
く、
カ
ス
ガ
山
と
の
関
述
に

や
や
括
ち
箔
か
な
い
も
の
を
感
じ
ま
す。

こ
れ
ら
に
答
え
る
た
め
に、
以
下
「
メ
ヅ
ラ
シ
キ
」
と
「
カ
ス
ガ
」

と
の
結
び
つ
き
を
中
心
に
論
を
進
め
る。

片
桐
洋一
氏
の
編
し
た
天
福
元
年
定
家
害
写
臨
模
中
院
通
茂
筆

本
r
拾
遺
集」
巻
十
神
楽
に
次
の
歌
が
見
え
る。

延
喜
廿
年
亭
子
院
の
か
す
が
に
御
幸
侍
け
る
に
く
に
の
官

廿一
首
班
よ
み
て
た
て
ま
つ
り
け
る
に

藤
原
忠
房

認
め
づ
ら
し
さ
け
ふ
の
か
す
が
の
や
を
と
め
を
神
も
う
れ
し
と

し
の
ば
ざ
ら
め
や

流
布
本
に
よ
る
と、

れ
て
い
て、

こ
の
歌
の
「
か
す
が
」
は
「
春
日
」
と
書
か

「
国
歌
大
餓」
な
ど
は
「
は
る
ひ
」
と
訓
む
が、
定
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作
者
忠
房
に
つ
い
て、

に
伝
え
る。

忠
房
者、

太
宰
大
翫
広
繁
（
尊
卑
分
脈
二
「
広
敏
」
ト
ア
ル）

之
孫、

信

濃操
興
嗣
之
子
也。

仕
寛
平
・
延
喜
之
朝
、

二

出
為二
摂
津
守一、
入
任
二
右
京
大
夫＿‘
爵
至
二
従
四
位
上
ー
。

寛
平
六
年
八
月、

菅
君
為――
逍
唐
大
使一
之
時、・
忠
房
贋一
判

官
之
選
一、
則
其
才
誨
可
レ
知。

歌
亦
頗
有二
名
声一、
三
代

集
採

録
其
詞
藻

失。

ニ

ー

．

 

．
 

古
今
集
四
首

後
撰
集
六
首

拾
遺
集
六
首

こ
の
忠
房
が
大
和
守
に
任
じ
た
年
に
つ
い
て、

北
村
季
吟
の
「
八

代
集
抄」
は、
「
延
喜
廿
二
年
任
ュ
大
和
守ニ―
」
と
し
て、
二
年

の
ず
れ
を
指
摘
す
る
が、

そ
の
真
偽
は
わ
か
ら
な
い。

け
れ
ど
も、

い
ず
れ
に
せ
よ、

忠
房
が
大
和
守
に
任
じ、

亭
子
院
（
宇
多
院）

の
行
幸
を
春
日
に
迎
え
た
事
実
に
変
り
は
な
い
。

萩
谷
朴
氏
の
r
平
安
朝
歌
合
大
成」
一
所
収
「
延
喜
廿
一
年

宝
月〕
京
極
御
息
所
褒
子
歌
合
」
は、

忠
房
の
奉
っ
た
「
め
づ
ら

し
き
」
の
歌
を
含
む
二
十
首
（
廿
一
首
と
す
る
伝
も
あ
る）
に
対

す
る
返
歌
を
左
右
に
番
え
た
歌
合
で
あ
る。

萩
谷
氏
が
根
幹
本
文

と
す
る
甲
本
11
十
巻
本
並
び
に
そ
の
対
照
本
文
と
す
る
乙
本
11
廿

巻
本
の
前
文
に
よ
っ
て、

そ
の
成
立
事
情
が
判
明
す
る。

ま
ず、

＋
巻
本
の
前
文
の
最
初
の
部
分
を
掲
げ
る。

『
二
十
一
代
集
才
子
伝」
は
次
の
よ
う

ど
も
ろ
と
も
に

諮茫
に
叫
で
暇
ひ
け
る
と
き、

双腿
窃
に
て

は畔郎
の

酸癖
と
い
ふ
ひ
と
な
む
あ
り
け
る。

雌コ5

け
さ

ら
に
も
い
は
ず。

そ
が
な
か
にゞ
か
匹
を
い
と
を
か
し
げ
に
つ

く
り
て

�
執
ぃ
れ
た
り。

廿
な
む
あ
り
け
る

醜戒r
に

い
る
る。

匹艇
に
か
き

て砿5
:
も
を
な
む
つ
け
た
り
け
る。

さ
わ
が
し
く
て
琴
し
炉
し
暇
は
で、

院
に
か
へ

り笛5
て、

左
右
と
点
ゎ
き
て、

艇
を
よ
ま
せ
紺
ぅ
て
あ
は
せ
さ
せ
蝦
ふ。

こ
れ
に
よ
れ
ば、

延
喜
廿
一
年
三
月
七
日、

亭
子
院
は、

京
極
の

御
息
所
（
藤
原
時
平
女
従
二
位
褒
子）

と
共
に
春
日
神
社
に
参
詣

さ
れ
た。

時
に
大
和
守
で
あ
っ
た
藤
原
忠
房
は、

御
設
け
怠
る
こ

と
な
く、

土
産
に
用
意
し
た
筐
に
御
菜
子
を
入
れ、

そ
れ
が
廿
あ

っ
て、

そ
れ
ぞ
れ
に
色
紙
に
害
い
た
歌
が
添
え
て
あ
っ
た。•
そ
れ

に
対
し
て、

当
座
は
せ
わ
し
く
て
返
歌
に
及
ば
ず、

院
に
帰
っ
て、

返
歌
を
作
っ
て、

そ
れ
で
歌
合
を
催
さ
れ
た、

と
い
う
の
で
あ
る。

！
 

歌
合
の
内
容
は、

忠
房
の
奉
呈
歌
を
本
歌
に
し
て、

そ
れ
に
対

す
る
返
歌
を
左
右
に
番
え
て
い
る
の
で、

都
合
六
十
首
が
並
び、

そ
れ
に
更
に
六
首
が
追
加
さ
れ、

全
部
で
六
十
六
首
と
な
る。

但

し、

＋
巻
本
は、

六
十
一
首
目
の
歌
を
欠
い
て
い
る。

一
方、

廿
巻
本
に
よ
る
と、

行
幸
の
年
次
が
延
喜
六
年
三
月
七

日
と
な
り、

忠
房
の
奉
呈
歌
は
廿
一
首
あ
り、

そ
の
最
後
の
歌
が

十
巻
本
の
欠
く
一
首
に
相
当
す
る。

以
上
を
「
拾
遺
集」
の
記
述
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と
比
較
す
る
に、

行
幸
の
年
次
は、

十
巻
本
・
廿
巻
本
共
に
相
違

し、

奉
呈
し
た
歌
の
数
は、

廿
巻
本
に
一
致
す
る。

但
し
廿
巻
本

も、

前
文
で
は
「

歌廿
を
そ
へ
た
り
」
と
し、
「
あ
る
本
に．．
 ；．
 

尽
ら

、

閤

慰
J

つとと
2~

廿
あ
ま
り
の
う
た
ま
こ
と
に
入
り
け
る
柑
子
ゃ
習
籠
の
包
に
歌
を

ヵ苔
さ
つ
け
た
り
け
り。
」
と、

異
同
の
形
で
「
廿
あ
ま
り
の
う
た
」

と
記
し
て
い
る。

従
っ
て、

9

行
幸
の
年
次、

奉
呈
し
た
歌
の
数
と

も
に
正
確
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い。
し
か
●、
こ
の
歌
合
が
存
在

す
る
こ
と
に
よ
っ
て、

亭
子
院
の
春
日
詣
に、

国
守
忠
房
が
廿
首

あ
ま
り
の
歌
を
よ
ん
で
奉
呈
し
た
と
い
う
「
拾
逍
集」
の
記
事
は

確
認
せ
ら
れ
る。

忠
房
の
歌
の
「
め
づ
ら
し
さ
」
は、

直
接
に
は
「

や
を
と
め
」

を
修
飾
す
る
が、

間
接
的
に
は、

そ
れ
を
限
定
す
る
「

け
ふ
の
か

す
が
の
」
に
も
掛
る。
「

や
を
と
め
」
は、

r
神
道
名
目
類
凝
抄」

ミn

の「
巫
」
の
説
明
に、
「
神
楽
ノ
舞
姫
ナ
リ、

亦
八
乙
女
神
楽
乙

カ
ン
ナ
ギ

女
ナ
ド
云
」
と
あ
り、

神
楽
に
奉
仕
す
る
八
人
の
少
女
を
い
う。

そ
の
起
源
は
不
明
で
あ
る
が、

天
武
天
皇
に
材
を
求
め
た
謡
曲

『
国
栖
』
に、

三
吉
野
な
れ
ゃ
花
烏
の、

色
音
に
よ
り
て
音
楽
の、

呂
律
の

調
琴
の
音
に、

峰
の
松
風
か
よ
ひ
来
る。

天
つ
少
女
の
返
す

袖、
五
節
の
始
こ
れ
な
れ
や。

と
見
え、

伝
説
上
は、

天
武
天
皇
を
慰
め
る
た
め
に、

吉
野
で
舞

い
始
め
た
も
の
と
さ
れ
る。

も
っ
と
も
こ
れ
は、

十
一
月
の
新
嘗

会
・
大
嘗
会
に
五
人
で
舞
う
五
節
の
起
源
で
あ
る
が、
五
節
の
舞

姫
も
八
少
女
も
本
質
的
に
は
変
り
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う。

「
近
江

風
土
記
逸
文」
に
「

双

叫ヽ呟

雌

に祉芦7
と
5
り
て、

冠
よ
り

艇
り
て、

滋i
の
南
の
配
J
戯
み
き。
」
と
あ
る
か
ら、

八
少
女
は

天
女
に
見
立
て
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

r
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
篇」
に
よ
れ
ば、
「

め
づ
ら
し
」

の
意
味
は、

①
心
ひ
か
れ
る。

可
愛
ら
し
い。

②
珍
し
い。
た
ぐ
い
ま
れ
で
あ
る。

の
二
義
に
分
れ
る。

忠
房
の
歌
の
「
め
づ
ら
し
」
は、
八
少
女
の

類
稀
な
愛
ら
し
さ
を
称
え
た
も
の
で、

そ
の
両
方
の
意
味
に
適
合

す
る。
こ
こ
で
一
応
「
万
葉
集」
の
「

メ
ヅ
ラ
シ
」
の
用
例
を
網

羅
し
て
お
く。

低

翫

孟

累

累

霊
厨
痴
配

累

嬰
如

霊

酎

配

霊
知

雷
痴
両
如
（
十
八
•
四
0
五
0)

畠暫醤

累｀墨母賀

峯崩翌累祠氾
(
+-
．

二
五
七
五）

協焔

虹バ
炉

叡

息

己印嘉

定形密笞
（
八

•
一
五
八
二）

協叩
見

配酵如霊

翫絋函
即

船訳癖
底
5
年
釦

筍釦
iLV
（
八
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・
一
五
八
四）

隠祁
鰍

笛豆
案

岱勢

符苔

鬱

罫

麟
（
七

．
―
-
四
六）

悩
酎

N蛉嘴、
シ

的魯砧
志

鬱町懸結抄
（
八
・

一
六
二
七）立匁印蹴

翌油勁翠

懲誠冠

慰巌ず
(
+
・
一
九
．

六
二）訟耐
翫
ftl
砥
陪
酪
知

形賃慰呑

掌
認
（
十
ニ
・

三
一
七
二）

倒吟靡

雲
墜
翫
痴

靡

言

需蝉羹笈累
（
八

メ

ヅ
ラ
シ
ク

米
都
良
之
久

・
一
六
0
-
）

囮

戸恵
雰
庚苓妥

変
（
十
八
•
四
0
八
九）

塁

鸞盟
罰
炉裏
后
菟
后
震塁

爵箪

之
(
+
九
·
四
二
八
五）

治
叩
奴

患笛

蓋

娑

炉咀祇鸞疑臣置

（
三
・

翫乞

晦
言
出t

誕

財蜘
笠
ザ

三
七
七）
品衿篇

喚信

芙
可
聞
（
三
・
ニ
三
九）

給

認峠雰塁

峯髯砒曇屡
畠
裟。

畔
蔚
拿

（
十
一
・
ニ
六
五
一
）

協磁

畜

男

響
船

窓葛認籠
枢

累
(
+
・

一
八
八
六）

ヒ
ト
ゴ

ト
ーー

ラ
リ
カ
ザ
シ
ッ
ツ
ア
ソ
i
ド
モ

イ
ヤ
メ
ヅ
ラ
シ

⑯
比
等
期
等
が
乎
理
加
射
之
都
々
阿
蘇
口
等
母
伊
夜
米
豆
良
之

知

ぎ雹

霊

蒙
（
五
・
八
二
八）

畠型一
釦如臣

釈忍
各
茫
磨

硲言

（
十
九
•
四
一
六
六）

出厨知料彰
翌知町
留紺

琵尉
尉翠
苓
峯

（
＋
九
•
四
一
六
七）

-
O

メ
ヅ
ラ
シ

邸

畠函

臼型

餌

祖砧
（
六
．

ル
＊

配
ス
イ
ヤ

品撃
ア
カ
ト
キ
ーー

ナ
ノ
リ
ナ
ク
ナ

因
安
可
登
吉
か
名
能
里
奈
久
奈
流
保
登
等

須
伊
夜
米
豆
良
之

ク
5
モ
＊
ュ
ル
カ
モ

久
、、
母
保
由
流
香
母
(
+
八
•
四
0
八
四）

見
l琴
熙
恥
シ

函

男魯

睛彦

禎
手

叫
（
ニ
・
一
九

六）畠
m

瓢
監
塁
を知
苔．慰記
峯
閤
雷四芙

如
距
叩
釦
比
罰
（
十
八
•
四
―
―
七）

g

醤駕

警母砥磁霰墨暑
影
年
(
+
一
・
ニ

六
二
三）

巳笞
盗

醤
即

雹
吟和

竪函暑
髭
認
（
＋
ニ
・
ニ

九
七
一
）

包霰

牲匹
吃

翠彩

霊

各

庄垢

娑

累

お

雷

釦
郷
距

累
（
二
十
•
四
四
八
五）

品
監
撃i竪
鬱
覧妥知
雷配
霊
忍
塁
裟

咎
膨
彫
痴
知
密
街
（
＋
八
•
四
0
九
一
）
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、
、
、
、
、
、

立
つ
や
春
日
の

ふ
る
さ
と
に

帰
り
や
く

こ
れ
ら
は
大
凡、

人
で
も
物
で
も
希
に
見
る
も
の
で
愛
す
ぺ
き
も

の
を
「
メ
ヅ
ラ
シ
」
と
い
っ
て
い
る。
「
霞
」
を
「
メ
ヅ
ラ
シ
」

と
い
っ
た
例
は
な
い
が、

四
の
「
行
山
之
嶺
乃
白
墨
」
を
「
メ
ヅ

ラ
シ
」
と
見
て
い
る
の
が
こ
れ
に
近
い
。
「
霞
」
は、

春
に
早
速

あ
ら
わ
れ
る
景
物
で
あ
っ
て、

そ
の
点
「
秋
山
乃
始
黄
葉
」
を

「
メ
ヅ
ラ
シ
」
と
い
う
の
と
通
ず
る。

忠
房
の
「
め
づ
ら
し
き
」
の
歌
に
返
さ
れ
た
一

番
の
左
右
の
歌

は、

次
の
と
お
り
で
あ
る。

八
少
女
を
神
し
し
の
ば
ば
木
棉
欅
か
け
て
ぞ
こ
ひ
む
今
日
の

暮
れ
な
ば

、
、
、
、
、
、
、
、
、

ち
は
や
ぷ
る
神
し
ゆ
る
さ
ば
春
日
野
に
た
つ
八
少
女
の
い
つ

か
た
ゆ
ぺ
き

こ
の
二
首
の
う
ち、

殊
に
後
の
歌
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は、

、
、

八
少
女
は
「
春
日
野
に
た
つ
」
物
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る。

こ
の
点
は
r
風
俗
歌」

の
「
八
少
女
」
も
同
様
で
あ
る。

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

・

八
少
女
は

（
紐
が
八
少
女
ぞ

立
つ
や
八
少
女

立
つ
や
八

、
、

、
、
、
、
、

、
、
、
、

少
女

神
の
や
す

高
天
原
に

立
つ
八
少
女

立
つ
八
少

女

こ
の
「
高
天
原
に
立
つ
八
少
女
」
は、

霞
と
同
じ
と
見
ら
れ
て
い

る
の
で
は
あ
る
ま
い
か。

同
様
な
表
現
は、

r
拾
遺
集」

巻
九
の

長
歌
に、
、
、
、
、

ゃ
を
と
め
の

と
見
え
る。

、
、
、

謡
曲
「
羽
衣
」
に
「
又
は
春
立
っ
霞
の
衣、

色
香
も
妙
な
り
少

女
の
裳
裾
」
と
あ
る
よ
う
に、

霞
の
衣
は、

天
女
の
舞
の
裳
裾
に

見
立
て
ら
れ
た
。

「
古
今
集」

第
十
七
雑
歌
上
の、

五
節
の
霙
姫
を
見
て
よ
め
る

良
苓
宗
貞

2

 

町
天
つ
風
雲
の
か
よ
ひ
ぢ
吹
き
と
ぢ
よ
を
と
め
の
姿
し
ば
し
留

め
む

の
歌
も、

同
趣
の
も
の
で
あ
る。

か
く
し
て
八
少
女
は、

霞
の
化

身
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る。

そ
の
こ
と
を
決

定
的
に
証
明
す
る
の
が、

次
の
「
能
宜
集」

の
歌
で
あ
る。

屏
風
に、

春
日
の
ま
つ
り
の
つ
か
ひ
の
か
へ
り
は
ぺ
る
と

こ
ろ

、
、
、
、

、
、
、

、
、
、
、
、
、

や
を
と
め
の
か
す
み
も
と
も
に
け
ふ
し
こ
そ
か
す
が
の
ヽ
ペ

に
か
が
わ
た
る
ら
し
（
畔
誼
麟
I
成）

こ
の
歌
は
「
や
を
と
め
」
と
「
か
す
み
」
が
同
じ
と
い
う
意
器
で

う
た
わ
れ
て
い
る。

春
日
祭
は、

「
日
本
歴
史
大
辞
典」

（
河
出
書
房）

に
よ
れ
ば、

創
始
は
八
五
0
(
嘉
祥
三）

年
(
-

代
要
記
・
春
日
社
記）
、

八
五
一

（
仁
寿
元）

年
（
江
家
次
第）
、

八
五
九
（
貞
観
元）

年
（
二
十
二
社
註
式）

な
ど
年
代
に
つ
い
て
諸
説
が
あ
る
が、

創
建
以
来
の
春
日
祭
が
お
そ
ら
く
八
五
0
年
に
式
日
・
祭
式

る
と

一―



の
歌
で
あ
る。
こ
れ
は、

西
本
願
寺
本
「
射
恒
集」
に
は、

忠
房

の
改
正
が
あ
り、

後
世
に
お
け
る
よ
う
な
盛
箔
と
な
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る。

と
見
え
る。

能
宜
の
属
す
る
大
中
臣
氏
は、

藤
原
氏
と
同
祖
の
中

臣
氏
か
ら
出
た
神
祗
の
家
で、

従
っ
て
自
分
達
の
高

祖戎癖
咤
即

み
を命
を
祀
る
春
日
神
社
に
対
し
て
は、

特
に
崇
敬
の
念
を
抱
い
て
い

た
こ
と
で
あ
ろ
う。

能
宜
は、

村
上
天
旦
の
御
代
に
「
後
撰
集」

を
撰
し
た
梨
罷
の
五
人
の
一
人
で、

「
万
葉
集」
に
も
詳
し
く、

従
っ
て
か
れ
の
歌
は、

古
来
の
伝
統
を
胞
ま
え
た
も
の
で
あ
っ
た

に
相
達
な
い。
八
少
女
が
霞
と
共
に
春
日
の
野
辺
に
立
ら
渡
る
と

い
っ
た
能
宜
の
発
想
は、

春
日
神
社
の
発
祥
以
来、

言
い
馴
れ
て

き
た
も
の
と
思
わ
れ
る。

こ
こ
で
再
び
「
褒
子
歌
合」
の
歌
を
見
る
に、

「
万
葉
集」
の

「
寄
霞
」
六
首
中
の
特
に
4
5
に
似
た
表
現
の
歌
が
多
い。

、
、
、
、

散
り
ま
が
ふ
春
日
の
山
の
さ
く
ら
花
ひ
か
り
に
さ
え
ぬ
雪
と

み
え
つ
つ

こ
の
歌
は、

春
日
山
の
桜
が
宮
と
散
り
紛

立線
池
た
る
景
色
を
詠

ん
で
い
る。

更
に
4
に
近
い
の
は、

、
、
、
、
、

春
日
野
の
今
日
の
御
幸
を
松
原
の
千
歳
の
春
は
君
が
ま
に
ま

が
拐
恒
に
依
頼
し
て
詠
ん
で
貰
っ
た
歌
と
な
っ
て
い
る。
い
ず
れ

に
せ
よ
「
君
が
ま
に
ま
に
」
の
結
句
が
4
に
共
通
す
る。

呑
日
野

を
詠
じ
た
歌
は、

全
体
の
二
十
六
首
に
も
及
び、
一
ー
あ
げ
る
ま

で
も
な
い
が、

そ
の
中
に
最
も
5
に
近
い
歌
と
し
て、

春
百
春
圧
5
野
{
に
か
が
わ
た
り
満
ら
て
も
み
ゆ
る
都
人
か

を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る。

春
日
の
祭
礼
に
は、

春
日
野
に
官

人
達
が
充
満
し
て、

春
霞
と
共
に
立
ち
わ
た
っ
て
見
え
る。
こ
れ

も
拐
恒
の
代
作
で
あ
る。

こ
う
み
て
く
る
と、

「
万
葉
集」
の
「
寄
霰
」
六
首
は、

春
日

祭
の
使
に
立
っ
た
官
人
と

燕彩祁
と
の
恋
を
詠
じ
た
も
の
で
は
な

い
か
と
い
う
推
測
も
可
能
で
あ
る。

も
っ
と
も、

春
日
神
社
の
創

廷
は、

神
護
景
雲
二
年
（
七
六
八）
に、

藤
原
永
手
が
中
臣
氏
の

氏
神
で
あ
る
鹿
島
・
香
取
の
神、

祖
神
で
あ
る
邸
畷～
の
神
を
迎
え

て、

現
地
に
祀
っ
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
る
が、

実
際
の
勧
請

は
も
っ
と
早
く、

奈
良
莫
都
に
際
し
て、

藤
原
不
比
等
が
春
日
に

社
を
建
て
た
の
を
起
源
と
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
日
本
歴
史
大
辞

典）
9
「
寄
霞
」
六
首
は、

後
に
赤
人
の
作
に
擬
せ
ら
れ
る
の
で、

仮
り
に
赤
入
を
め
ど
に
す
る
と、

そ
の
制
作
は、

大
体
翌
武
朝、

七
四
0
年
頃
と
推
定
さ
れ
る。

そ
の
頃
に
春
日
の
祭
礼
は
既
に
行

な
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う．

以
上
の
よ
う
な
推
測
は、

な

証
拠
な
し
に
は
言
わ
れ
ぬ
こ
と
で
あ
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り
ヽ

そ
れ
程
強
く
主
張
す
る
つ
も
り
は
な
い。
た
だ、
こ
れ
を
神

楽
巫
の
恋
と
考
え
た
い
の
は、
「
雖
立
雖
座
」
の
表
現
で
あ
る。

こ
れ
は、

現
在
「
タ
ッ
ト
モ
ウ
ト
モ
」
と
訓
ま
れ
て
い
る
が、

旧

訓
は
「
タ
チ
テ
モ
ヰ
テ
モ
」
で
あ
る。

こ
の
歌
は、

巻
十
一
の、

i
,'
的
隣
函
略

碍瞬

磁多笞

と
の
関
係
で、
「
タ
チ
テ
モ
ヰ
テ
モ
」
と
訓
み
た
い
所
で
あ
る。

た
だ
「
雖
」
を
「
テ
モ
」
と
訓
む
例
が
な
い
の
が
障
害
で
あ
る
が、

唯
一
の
例
外
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か。
仮
り
に
そ
う
訓
ん
だ
場
合、

そ
の
動
作
は、

立
っ
た
り
居
た
り
す
る
神
楽
巫
の
霙
の
仕
草
に
ふ

さ
わ
し
く
思
わ
れ
る。
「
ヰ
ル
」
を
上
二
段
に
活
用
さ
せ、

そ
の

終
止
形
を
「
ウ
」
と
す
る
例
は、

崇
神
紀
十
年
の

「心翫g
A
如
応

子
＞
」
の
一
例
し
か
な
く、

そ
れ
が
奈
良
朝
後
半
に
一
般
で
あ
っ

た
と
は
思
え
な
い。

以
上、
「
霊
寸
」
を
「
メ
ヅ
ラ
シ
キ
」
と
訓
み、

そ
れ
が
春
日

山
に
立
っ
霞
を
修
飾
し
て、

決
し
て
不
自
然
で
は
な
い
理
由
を
絞

説
し
た。
そ
れ
は、

結
局、

春
日
の
八
少
女
を
詠
じ
た
忠
房
の
歌

が
霞
を
下
心
に
囲
い
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る。

或
は、
「
寄
霞
」

六
首
が
詠
ま
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
奈
良
朝
中
期
と、

忠
房
の
歌
の

詠
ま
れ
た
延
喜、

更
に
は
能
宜
の
歌
の
よ
ま
れ
た
村
上
朝
と
の
間

に
は、

百
七
十
年
な
い
し
二
百
年
の
隔
た
り
が
あ
り、

そ
う
し
た

・

後
世
の
歌
を
も
っ
て、

「
万
葉」
の
訓
み
方
を
推
す
こ
と
に
無
理

．

が
あ
る
と
考
え
る
向
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い。
し
か
し、

延
喜

の
忠
房
に
せ
よ、

村
上
朝
の
能
宜
に
せ
よ、

春
日
神
社
に
深
く
か

か
わ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
人
物
で、

そ
の
神
祗
の
歌
は、

古
く
か

ら
詠
み
継
が
れ
て
き
た
も
の
に
の
っ
と
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る。
r
万

葉」
の
歌
は
恋
で、

神
祇
の
趣
き
は
な
い
と
も
言
え
る
が、

そ
こ

は
「
万
葉」
の
若
々
し
い
所
で、

霞
に
隔
て
ら
れ
た
中
に、

越
え

ら
れ
ぬ
神
の
鳥
事｀
を
感
ず
る。

巻
三
の
「

磁函
翫

出＃筍
寄
」
の

「
霊
寸
」
も、

訓
み
は
違
う
が、

こ
れ
が
単
独
で
形
容
詞
と
し
て

用
い
ら
れ
た
例
と
し
て、
こ
の
場
合
の
参
考
に
な
る。

最
後
に、

忠
房
と
能
宜
の
家
系
を
「
尊
卑
分
脈」
に
よ
っ
て
記

し
て
お
く。

天
児
屋
根
尊・・・・
乖
釦
膨
如

LJ
 

御
如
手

Ig
が

ー
不
比
等

1
5
ー

塁

ー
継
彦

L
広
敏

＇ー
興
嗣

ー
忠
房

大
中
臣

国
子

ー
国
足

ー
意
美
麿

1

月

ー
今

窟ー
常
麿

J

L
岡
良

—ー
輔
道

ーー
頼
基

ー
能
宜

以
上
に
よ
っ
て、
「
メ
ヅ
ラ
シ
キ
」
が
春
日
に
続
く
こ
と
の
不

安
が
多
少
解
消
さ
れ
は
し
ま
い
か
と
思
う。

し
か
し、

そ
の
根
拠

に
用
い
た
例
が
「
万
葉」
の
例
で
な
い
こ
と
は、
や
は
り
気
に
な

る。

諸
家
の
い
っ
そ
う
の
御
教
示
を
お
願
い
す
る。'

（
本
学
文
学
部
教
授）
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